
タクシー運転手がサービス接遇検定受験

発行日：2012年8月9日

大内経営労務事務所

経営と労務管理の最新レポート

先日多摩地区にあるタク

シー会社を訪問する機会があ

りました。

23区内でタクシーに乗ると

き、あまりタクシー会社を選

ぶということは無いと思いま

す。たまたま、通りがかった

車や駅で乗ったタクシーがど

こだったかというものでしょ

う。

たまたま、乗ったタクシー

の運転手さんが感じのいいヒ

トだった、感じの悪いヒト

だったと思うくらいでしょ

う。会社というよりヒトに負

うところが大きいと思いがち

です。

これが多摩地区の場合、企

業や地域住民の指名が4割ほど

占めるそうです。そのため、

リピーターが多くなり会社の

評判が重要になります。

会社の評判とは、配車係り

の応対、運転手さんの態度に

負うところが多いでしょう。

配車係りのヒトは社内にい

るため、言葉遣い等をいつで

るそうです。

タクシーの運転手さんに限

らず、自分の仕事はサービス

業である、という認識に乏し

いヒトがいます。我々のよう

な仕事もやはりサービス業で

あるため、この検定に興味を

持ちました。

教育訓練を行うのは仕事を

通じたＯＪＴが中心になりま

す。しかし、それだけでは十

分ではありませんので、資格

試験に挑戦するというプログ

ラムは有効だと思います。

試験があれば一生懸命勉強

するものです。試験日が決

まっているからそれに向けて

勉強するわけです。

一通り勉強を終えたら、い

つでも受験出来る、となれば

ダラダラ先延ばしになってし

まします。期限があるからこ

そ勉強にも身が入るもので

す。

その意味でも、資格取得、

検定受験という目標を持つこ

とはいいと思いました。
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も見る事が出来ます。もし問

題があれば改善しやすいと思

います。

それに比べて運転手さん

は、会社が管理することは出

来ません。それでも直接お客

さまと接する大事なポジショ

ンです。

このタクシー会社で、十数

年前から従業員教育を徹底し

て行っているそうです。乗車

時の挨拶、降車時のドア開け

など感じの良い応対を実践し

ていきます。もちろん禁煙で

あり服装のチェックも厳しい

そうです。覆面モニターを

使って、サービスのチェック

を行っているそうです。

いくら教育しても、全員が

それを守るわけではありませ

ん。守らない従業員にはしつ

こく教育します、それでも変

わらないようなら辞めてもら

います。

この会社では、運転手さん

に、「サービス接遇検定」の

取得を義務づけています。代

表者の方は、1級を取得してい


